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氏名 役職 教室名
ディレクター 笹津　備規 学長
ディレクター 山岸　明彦 委員長 極限環境生物学

タスクフォース 大野　尚仁 教授 免疫学
タスクフォース 横松　力 教授 分子機能解析学
タスクフォース 宮岡　宏明 准教授 生物分子有機化学
タスクフォース 横山　晴子 講師 臨床薬効解析学
タスクフォース 成井　浩二 助教 一般用医薬品学
タスクフォース 下枝　貞彦 准教授 臨床薬剤学
タスクフォース 浅野　謙一 准教授 免疫制御学
タスクフォース 藤原　祥子 准教授 環境応答植物学
タスクフォース 松下　暢子 准教授 分子生化学
タスクフォース 森本　高子 准教授 脳神経機能学

Ｉ－Ａ 三浦　剛 教授 薬化学
Ｉ－Ａ 高島　由季 准教授 製剤設計学
Ｉ－Ａ 山田　純司 准教授 総合医療薬学講座
Ｉ－Ａ 横川　彰朋 助教 臨床薬学
Ｉ－Ａ 深見 希代子 教授 ゲノム病態医科学
Ｉ－Ａ 梅村 知也 教授 生命分析化学
Ｉ－Ａ 阿部 秀樹 准教授 生物有機化学
Ｉ－Ａ 横堀 伸一 講師 極限環境生物学
Ｉ－Ｂ 高木　教夫 教授 応用生化学
Ｉ－Ｂ 竹内　裕紀 准教授 医療実務薬学
Ｉ－Ｂ 杉山　健太郎 准教授 臨床薬理学
Ｉ－Ｂ 今田　啓介 助教 生化学・分子生物学
Ｉ－Ｂ 渡邉 一哉 教授 生命エネルギー工学
Ｉ－Ｂ 内田 達也 准教授 生命分析化学
Ｉ－Ｂ 時下 進一   講師 応用微生物学
Ｉ－Ｂ 米田 敦子 助教 ゲノム病態医科学
Ｉ－Ｃ 内手　昇 講師 薬学基礎実習教育センター
Ｉ－Ｃ 吉川　大和 准教授 病態生化学
Ｉ－Ｃ 袴田　秀樹 准教授 分析化学
Ｉ－Ｃ 佐藤　弘人 助教 薬学基礎実習教育センター
Ｉ－Ｃ 山田 哲也 助手 中国医学研究室
Ｉ－Ｃ 宮川 博義 教授 脳神経機能学
Ｉ－Ｃ 田中 正人 教授 免疫制御学
Ｉ－Ｃ 井上 弘樹 講師 分子細胞生物学
Ｉ－Ｄ 安藤　堅 講師 衛生化学
Ｉ－Ｄ 林　明子 講師 機能形態学
Ｉ－Ｄ 長谷川　弘 講師 病態生理学
Ｉ－Ｄ 松本　隆司 准教授 有機合成化学
Ｉ－Ｄ 都筑  幹夫 教授 環境応答植物学
Ｉ－Ｄ 柳 茂　 教授 分子生化学
Ｉ－Ｄ 伊藤 久央   教授 生物有機化学

2013FD-WS　参加者名簿
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ワークショップの様子 

1日目 

   

開会式 

 

   

プレアンケート                 自己紹介 

 

   

KJ 法 
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発表・合同討論 

 

   

   カリキュラムとは・学習目標とは            SGD 学習目標の作成 

 

   

      SGD 学習方略の作成                   発表 
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2 日目 

   

        第 1 日の評価                SGD 教育評価法の作成 

 

 

   

          発表               教育評価アンケート結果発表 

 

   

    SGD 良い試験問題を作るには           SGD 問題点への対応の作成 
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     SGD 問題点への対応の作成            SGD 問題点への対応の作成 

 

 

   

         閉会式 感想                閉会の辞 

 

3 日目 

   

                 山形大学 小田先生講演会 
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アンケート集計結果 

 

第一日ならびに第二日目の評価 

 １日目 ２日目 

今日のワークショップの流れにスムーズに入り込めましたか。 ３.７ ４.０ 

今日、あなたは討議にどの程度参加しましたか。 ３.６ ３.９ 

今日の内容は、あなたのニードにマッチしましたか。 ３.５ ３.８ 

今日の世話人の仕事はよかったですか。 ４.５ ４.８ 

 

 

総合プレポストアンケート 

 

 総合アンケート 
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『終わりに』 

 

FD実施委員会 委員長 

山岸 明彦 

 

 本ワークショップ（WS）は FD実施委員会が主催して毎年開催されており、今回で

第３回目となる。WSは幾つかの目的をもって開催されている。 

 その第１は薬学部と生命科学部の普段あまり顔をあわせることの無い教員が、２日間

の共同作業を通じて相互理解を深める事にある。薬学部が実学的側面を強く持つのに対

し、生命科学部は基礎学問的側面を強く持っている。WSでは両学部の教員が共同で少

人数グループ討議を実践する中で、両学部の相違点を理解すると同時に、共通する悩み

を共有する場になっている。この点は、多数の参加者からWSの成果であるとして高く

評価されている。 

 第二の目標は、WSの名称にあるように「カリキュラムプランニング」に関して大学

教員が学ぶことにある。大学教員は教育学を学んでいない場合が多い。また、大学教員

が大学教育を受けた当時からの、成人教育に関わる発展は少なくない。成人教育の理論

と、それに基づくカリキュラムプランニングの基礎的知識および実習を行うことが、本

WSの趣旨である。今日の大学教育においては、教育実践に対する自己評価とその適時

の改善が求められている。新しい教育概念と教育技術の知識は、多くの参加者にその習

熟は容易ではないものの教育実践に有効な知識であると肯定的に受け取られている。 

 第三の目的は、教員が小人数グループ討議を体験することにある。小人数討議の有効

な実践のためには参加者の資質と能力が求められている。教員が小人数グループ討議を

実践するなかで、教員の資質を高めるという FDの本質的な内容を持つ目的でもある。

さらに、これは成人教育として有効なこの方法を学生に実施する為にも有用な経験とな

っている。 

 最後に、本WSで取り上げた、１．基礎学力の醸成、２．国際化に対応できる学生の

育成、３．コミュニケーション能力を高める、４．自ら学ぶ力を身に付けるという課題

は、教員が常に重要と考えている課題である。短時間ではあるが、その検討を行ったと

いう点の意義も大きい。 

 こうした、目的の多くを達成した影には実施にあたった大野教授をはじめとしたタス

クフォースと学務課事務職員の努力の成果が大きい。この場を借りて FD実施委員会を

代表して心から感謝の意を表する。 
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